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序文 

 

[本規格の使い方について] 

本規格は厚生労働省告示第 75 号（平成 13 年 3 月 22 日）“医療用エックス線装置基準”及び厚生労働省告示第 126 号／第 127 号（平成 14 年 3

月 27 日）“医療用エックス線装置基準の一部改正”(以降、装置基準)の各要求への適合性を検証するための試験方法を解説しています。また、

IEC60601-1 シリーズの第三版対応の JIS シリーズ(以降、第三版対応 JIS)への適合性も同時に検証できる試験方法としています。2016 年 3 月現在、

装置基準と第三版対応 JIS の要求が異なる項目があり、本規格では当該部分に下線を付して明確にしています。 

次ページ以降の表には、左に装置基準を記載し、その右隣りに推奨する試験方法を解説しています。右端の備考欄には参照する第三版対応 JIS

の規格番号を記載します。各規格の題目および年号については、巻末の「参照規格一覧」を適宜参照してください。 
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医
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ク
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置
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試
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考
 

１
．

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

と
は

、
診

断
又

は
治

療
に

用
い

ら
れ

る
定

格
管

電

圧
１

０
キ

ロ
ボ

ル
ト

以
上

４
０

０
キ

ロ
ボ

ル
ト

以
下

の
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

で
あ

っ

て
、

エ
ッ

ク
ス

線
発

生
装

置
（
エ

ッ
ク

ス
線

管
装

置
及

び
そ

の
附

属
器

具
、

高

電
圧

発
生

装
置

及
び

エ
ッ

ク
ス

線
制

御
装

置
並

び
に

一
体

型
エ

ッ
ク

ス
線

発

生
装

置
を

い
う

。
）
、

エ
ッ

ク
ス

線
機

械
装

置
（
保

持
装

置
、

エ
ッ

ク
ス

線
透

視

撮
影

台
、

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
台

、
エ

ッ
ク

ス
線

治
療

台
等

を
い

う
。

）
、

エ
ッ

ク
ス

線
映

像
装

置
（
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン
シ

フ
ァ

イ
ア

、
間

接
撮

影
装

置
、

エ
ッ

ク
ス

線
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
等

を
い

う
。

）
そ

の
他

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
必

要
な

も

の
か

ら
成

る
も

の
を

い
う

。
 

［
1
］
 
試

験
の

適
用

範
囲

 

 
こ

こ
に

示
す

試
験

方
法

は
、

医
療

用
Ｘ

線
装

置
の

医
薬

品
医

療
機

器
等

法
（
平

成
2
5
年

法
律

第
8
4
号

）

に
基

づ
く

製
造

承
認

又
は

認
証

取
得

の
た

め
の

、
製

造
所

等
に

お
け

る
試

験
に

適
用

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

（
参

考
）
医

療
用

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
を

構
成

す
る

も
の

の
う

ち
、

「
そ

の
他

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
必

要

な
も

の
」
と

は
、

『
Ｘ

線
を

発
生

す
る

か
、

Ｘ
線

を
制

御
す

る
か

、
Ｘ

線
を

利
用

す
る

か
な

ど
を

す
る

機

器
及

び
器

具
』
で

あ
り

、
Ｘ

線
画

像
処

理
装

置
(デ

ジ
タ

ル
撮

影
装

置
、

デ
ジ

タ
ル

透
視

装
置

等
)、

フ
ィ

ル
ム

カ
セ

ッ
テ

、
フ

ィ
ル

ム
チ

ェ
ン

ジ
ャ

ー
等

が
上

げ
ら

れ
る

。
 

               ［
2
］
 
試

験
条

件
 

［
2
.1

］
 
環

境
 

試
験

環
境

は
次

の
範

囲
で

行
な

う
こ

と
。

た
だ

し
、

特
定

の
環

境
条

件
を

附
属

文
書

で
指

定
し

て
い

る
機

器
及

び
器

具
の

試
験

は
、

そ
の

指
定

に
よ

る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 周

囲
温

度
 
 
 
  

  
 
 
1
0
～

40
 
℃

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 相

対
湿

度
 
 
 
  

  
 
 
3
0
～

75
％
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 圧

 
 
 
  

  
 
 
8
0
～

10
6
 k

P
a 

［
2
.2

］
 
試

験
用

電
源

 

試
験

用
電

源
（
商

用
）
は

、
被

試
験

機
器

・
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

そ
れ

ぞ
れ

次
の

と
お

り
と

す
 

る
。

原
則

J
IS

 T
0
6
0
1
-
1の

規
定

に
よ

る
が

、
下

記
の

要
求

も
考

慮
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

Ｘ
線

高
電

圧
装

置
は

J
IS

 Z
4
7
5
1
-
2
-
5
4

の
規

定
に

よ
る

。
ま

た
、

医
用

X
線

C
T

装
置

は
J
IS

 

Z
4
7
5
1
-
2-

4
4

の
規

定
に

よ
る

。
 

(2
) 

一
体

形
Ｘ

線
発

生
装

置
は

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4

の
規

定
に

よ
る

。
 

(3
) 

Ｘ
線

機
械

装
置

の
う

ち
X

線
高

電
圧

装
置

か
ら

電
源

を
受

け
る

も
の

は
(1

)に
よ

る
｡ 

 
 

 
 
 
 
 

一
体

形
Ｘ

線
発

生
装

置
か

ら
電

源
を

受
け

る
も

の
は

(2
)に

よ
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 単

独
の

電
源

（商
用

）
が

必
要

な
も

の
は

(1
)に

よ
る

。
 

(4
) 

そ
の

他
の

機
器

の
う

ち
X

線
高

電
圧

装
置

か
ら

電
源

を
受

け
る

も
の

は
(1

)に
よ

る
｡ 

 
 

 
 

 
 

一
体

形
Ｘ

線
発

生
装

置
か

ら
電

源
を

受
け

る
も

の
は

(2
)に

よ
る

。
 

単
独

の
電

源
（
商

用
）
が

必
要

な
も

の
、

又
は

(1
)～

(3
)の

分
類

に
入

る
が

そ
の

規
定

内
容

が

適
用

で
き

な
い

特
殊

な
機

器
は

、
J
IS

 T
0
6
0
1
-
1

の
規

定
に

よ
る

。
 

［
2
.3

］
 
測

定
用

機
器

の
校

正
 

測
定

用
機

器
の

校
正

は
、

適
切

な
品

質
シ

ス
テ

ム
の

規
定

に
基

づ
き

正
し

く
校

正
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 主
な

対
象

装
置

と
し

て
、

 

据
置

型
デ

ジ
タ

ル
式

汎
用

X
線

診
断

装
置

 

据
置

型
デ

ジ
タ

ル
式

汎
用

X
線

透
視

診
断

装

置
 

据
置

型
デ

ジ
タ

ル
式

循
環

器
用

X
線

透
視

診

断
装

置
 

据
置

型
ア

ナ
ロ

グ
式

乳
房

用
X

線
診

断
装

置
 

胸
部

集
団

検
診

用
X

線
診

断
装

置
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ア

ナ
ロ

グ
式

汎
用

X
線

診
断

装
置

 

単
一

エ
ネ

ル
ギ

ー
骨

X
線

吸
収

測
定

装
置

 

デ
ジ

タ
ル

式
口

内
汎

用
歯

科
X

線
診

断
装

置
 

全
身

用
X

線
C

T
診

断
装

置
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ッ

ド

ラ
ジ

オ
グ

ラ
フ

 

X
線

平
面

検
出

器
出

力
読

取
式

デ
ジ

タ
ル

ラ
ジ

オ
グ

ラ
フ

 

放
射

線
治

療
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
 

血
液

照
射

装
置

な
ど

が
あ

る
。

 

（
詳

細
は

、
「
薬

事
法

第
二

条
第

五
項

か
ら

第

七
項

ま
で

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が

指
定

す
る

高
度

管
理

医
療

機
器

、
管

理
医

療

機
器

及
び

一
般

医
療

機
器

（
告

示
）
及

び
薬

事

法
第

二
条

第
八

項
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働

大
臣

が
指

定
す

る
特

定
保

守
管

理
医

療
機

器

（
告

示
）
の

施
行

に
つ

い
て

」
（
平

成
16

年
７

月

2
0
日

付
け

薬
食

発
第

0
7
2
00

22
号

厚
生

労
働

省
医

薬
食

品
局

長
通

知
。

）
参

照
。

）
 

  J
IS

 T
0
6
0
1
-1

 

5
.3

項
「
M

E
機

器
の

試
験

に
対

す
る

一
般

要
求

事
項

/
周

囲
温

度
、

湿
度

及
び

気
圧

」
、

7
.9

.3
.1

項
「
技

術
解

説
/
一

般
」
参

照
。

 

(注
)装

置
の

使
用

で
き

る
標

高
に

よ
っ

て
気

圧

の
範

囲
が

変
わ

る
の

で
注

意
す

る
こ

と
。

 

   J
IS

 Z
4
7
5
1
-
2-

54
 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-
2-

44
 

           適
切

な
品

質
シ

ス
テ

ム
に

は
医

療
機

器
及

び

体
外

診
断

用
医

薬
品

の
製

造
管

理
及

び
品

質

管
理

の
基

準
に

関
す

る
省

令
（
平

成
十

六
年

十

二
月

十
七

日
厚

生
労

働
省

令
第

百
六

十
九

号
）
等

が
あ

る
。
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医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 ２
．

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

は
、

次
に

掲
げ

る
障

害
防

止
の

方
法

を
講

じ
た

も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
１

）
 

 

エ
ッ

ク
ス

線
管

の
容

器
及

び
照

射
筒

は
、

利
用

線
錐

以
外

の
エ

ッ
ク

ス
線

量

が
次

に
掲

げ
る

自
由

空
気

中
の

空
気

カ
ー

マ
（
以

下
「
空

気
カ

ー
マ

率
」
と

い

う
。

）
に

な
る

よ
う

に
し

ゃ
へ

い
す

る
こ

と
。

 

 イ
．

定
格

管
電

圧
が

５
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
以

下
の

治
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
、

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
の

接
触

可
能

表
面

か
ら

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
い

て
、

１
．

０
ミ

リ
グ

レ
イ

毎
時

以
下

 

 ロ
．

定
格

管
電

圧
が

５
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
を

超
え

る
治

療
用

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
エ

ッ
ク

ス
線

管
焦

点
か

ら
１

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
い

て
１

０
ミ

リ

グ
レ

イ
毎

時
以

下
か

つ
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

の
接

触
可

能
表

面
か

ら
５

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
い

て
、

３
０

０
ミ

リ
グ

レ
イ

毎
時

以
下

 

 ハ
．

定
格

管
電

圧
が

１
２

５
キ

ロ
ボ

ル
ト

以
下

の
口

内
法

撮
影

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
、

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

か
ら

１
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
お

い

て
、

０
．

２
５

ミ
リ

グ
レ

イ
毎

時
以

下
 

 ニ
．

イ
か

ら
ハ

ま
で

に
掲

げ
る

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
以

外
の

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
エ

ッ
ク

ス
線

管
焦

点
か

ら
１

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
い

て
、

１
．

０
ミ

リ
グ

レ
イ

毎
時

以
下

 

 ホ
．

コ
ン

デ
ン

サ
式

エ
ッ

ク
ス

線
高

電
圧

装
置

に
あ

っ
て

は
、

充
電

状
態

で
あ

っ
て

、
照

射
時

以
外

の
と

き
、

接
触

可
能

表
面

か
ら

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
い

て
、

２
０

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
毎

時
以

下
 

   

［
3
］
 
標

準
試

験
方

法
 

2
. 

漏
れ

Ｘ
線

及
び

総
濾

過
 

2
(1

) 
 
漏

れ
Ｘ

線
 

①
 
全

球
面

（
全

表
面

）
試

験
法

 

測
定

は
、

要
求

項
目

に
応

じ
て

下
記

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 焦
点

を
中

心
と

す
る

半
径

１
m

の
球

面
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
Ｘ

線
検

出
部

（
窓

面
積

約
10

0
c
m

2
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
  

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

離
箱

式
線

量
率

計
 

 

Ｘ
線

管
装

置
及

び
付

属
器

具
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

1
 m

 
 

 
 

 
 

 
 
 

又
は

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 又

は
 

一
体

形
Ｘ

線
発

生
装

置
及

び
付

属
器

具
 

 

図
1
 

漏
れ

Ｘ
線

測
定

方
法

（
全

球
面

試
験

法
） 

(ａ
) 

全
球

面
：焦

点
よ

り
１

ｍ
の

距
離

の
場

合
。

（
ａ
）
の

場
合

を
図

示
す

る
。

 

(ｂ
) 

全
表

面
：
接

触
可

能
表

面
か

ら
５

cm
の

位
置

の
場

合
。

 

 Ｘ
線

管
装

置
又

は
Ｘ

線
発

生
装

置
の

放
射

窓
は

、
鉛

板
（
P

b
）5

 m
m

厚
以

上
も

し
く
は

相
当

の
遮

蔽
体

 

(2
0
H

V
L
)で

お
お

う
。

Ｘ
線

検
出

器
の

窓
面

積
は

、
主

た
る

一
辺

が
2
0
 c

m
を

超
え

な
い

1
0
0
 c

m
２
と

し
、

こ
れ

よ
り

窓
面

積
が

小
さ

い
か

又
は

大
き

い
面

積
の

検
出

器
を

用
い

る
場

合
は

、
焦

点
に

お
い

て
等

し
い

立
体

角

を
得

る
よ

う
に

、
焦

点
か

ら
の

距
離

を
変

え
て

測
定

し
、

距
離

に
よ

る
補

正
を

行
う

。
 

接
触

可
能

表
面

か
ら

5
 
cm

の
位

置
に

お
け

る
漏

れ
Ｘ

線
測

定
に

使
用

す
る

Ｘ
線

検
出

器
の

窓
面

積
は

、
主

た
る

一
辺

が
5
 c

m
を

超
え

な
い

1
0
 c

m
２
と

す
る

。
こ

れ
よ

り
小

さ
い

か
又

は
大

き
い

面
積

を
も

つ
検

出
器

を

用
い

る
場

合
は

、
焦

点
に

お
い

て
等

し
い

立
体

角
を

得
る

よ
う

に
焦

点
か

ら
の

距
離

を
変

え
て

測
定

し
、

距
離

に
よ

る
補

正
を

行
う

。
 

計
器

は
J
IS

 C
11

0
2
-
1～

-
9

に
規

定
さ

れ
た

も
の

か
、

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

も
の

を
用

い
る

。
 

Ｘ
線

高
電

圧
装

置
は

、
J
IS

 Z
4
75

1
-
2
-
5
4

に
適

合
す

る
も

の
を

用
い

る
。

ま
た

、
医

用
X

線
C

T
装

置
は

J
IS

 

Z
4
7
5
1
-
2-

4
4

に
適

合
す

る
も

の
を

用
い

る
。

 

イ
か

ら
ホ

の
漏

れ
線

量
測

定
条

件
は

、
下

記
の

と
お

り
と

す
る

。
 

イ
、

ロ
、

 

・
治

療
用

Ｘ
線

管
装

置
の

場
合

 

 
公

称
最

高
管

電
圧

に
お

い
て

、
最

大
の

被
曝

線
量

率
を

与
え

る
負

荷
条

件
。

 

・
治

療
中

に
手

で
持

つ
こ

と
も

あ
り

う
る

近
接

治
療

及
び

体
こ

う
治

療
用

Ｘ
線

管
装

置
の

場
合

。
 

 
長

時
間

定
格

に
お

け
る

最
大

入
力

の
負

荷
条

件
 

ハ
、

ニ
、

 

・
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
場

合
。

 

透
視

専
用

装
置

の
場

合
に

は
、

透
視

の
公

称
最

高
管

電
圧

に
お

い
て

1
時

間
連

続
し

て
流

す
こ

と
が

で
き

る

最
大

管
電

流
条

件
(連

続
陽

極
入

力
の

負
荷

条
件

)。
透

視
と

撮
影

の
機

能
を

有
し

た
装

置
の

場
合

に
は

、

透
視

の
公

称
最

高
管

電
圧

に
お

い
て

1
時

間
連

続
し

て
流

す
こ

と
が

で
き

る
最

大
管

電
流

(連
続

陽
極

入
力

の
負

荷
条

件
)で

の
透

視
負

荷
、

及
び

撮
影

の
公

称
最

高
管

電
圧

に
お

い
て

最
大

負
荷

と
な

り
う

る
管

電
流

時
間

積
で

、
そ

の
負

荷
を

1
時

間
に

繰
り

返
し

う
る

最
大

回
数

と
な

る
負

荷
条

件
の

い
ず

れ
か

厳
し

い
方

と
す

る
。

 

・
撮

影
用

X
線

装
置

の
場

合
 

公
称

最
高

管
電

圧
に

お
い

て
最

大
負

荷
と

な
り

う
る

管
電

流
時

間
積

で
、

そ
の

負
荷

を
1

時
間

に
繰

り
返

し
う

る
最

大
回

数
と

な
る

負
荷

条
件

。
 

ホ
 

・
コ

ン
デ

ン
サ

式
X

線
装

置
の

場
合

 

 
公

称
最

高
管

電
圧

か
ら

、
1
0
 m

A
s

の
放

電
を

１
時

間
に

繰
り

返
し

う
る

最
大

回
数

。
 

 J
IS

 T
0
6
0
1
-1

-
3 

         J
IS

 Z
4
5
1
1 

 測
定

器
（
例

） 

電
離

箱
式

線
量

率
計

 

・
R

ad
c
al

社
 

 
9
0
1
0

型
ま

た
は

9
0
1
5

型
 

・
東

洋
メ

デ
ィ

ッ
ク

社
 

 
R

A
M

T
E
C

1
0
0
0p

lu
s

型
、

1
5
00

B
型

 

ほ
か

 

 



 

- 
4
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

  

 ②
 

簡
易

試
験

法
 

①
の

全
球

面
試

験
法

は
、

実
際

に
測

定
を

行
う

の
が

容
易

で
な

い
た

め
、

以
下

の
フ

ィ
ル

ム
法

に
よ

る
 

簡
易

試
験

法
で

お
こ

な
っ

て
も

よ
い

。
 

 フ
ィ

ル
ム

法
 

放
射

窓
を

鉛
板

（
P
b
）
5 

m
m

厚
以

上
も

し
く
は

相
当

の
遮

蔽
体

(2
0
H

V
L
)で

お
お

い
、

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

を
い

れ

た
カ

セ
ッ

テ
で

Ｘ
線

管
装

置
及

び
附

属
器

具
を

お
お

い
、

Ｘ
線

曝
射

後
、

フ
ィ

ル
ム

を
現

像
し

て
最

大
黒

化
点

を
求

め
、

そ
の

点
と

焦
点

を
結

ぶ
方

向
で

焦
点

よ
り

1
 m

の
位

置
（
又

は
接

触
可

能
表

面
か

ら
5
 
c
m

の
位

置
）
で

、
①

の
漏

れ
線

量
測

定
条

件
に

て
漏

れ
Ｘ

線
量

を
測

定
す

る
。

 

 Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

の
代

わ
り

に
Ｘ

線
平

面
検

出
器

を
用

い
て

も
良

い
。

 

 

 



 

- 
5
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

２
（
２

）
 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
は

、
次

に
掲

げ
る

利
用

線
錘

の
総

濾
過

と
な

る

よ
う

な
附

加
濾

過
板

を
付

す
る

こ
と

。
 

 イ
．

定
格

管
電

圧
が

７
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
以

下
の

口
内

法
撮

影
用

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
当

量
１

．
５

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

以
上

 

ロ
．

定
格

管
電

圧
が

５
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
以

下
の

乳
房

撮
影

用
エ

ッ
ク

ス
線

装

置
に

あ
っ

て
は

、
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
当

量
０

．
５

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

以
上

又
は

モ
リ

ブ

デ
ン

当
量

０
．

０
３

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

以
上

 

ハ
．

輸
血

用
血

液
照

射
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

、
治

療
用

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
並

び

に
イ

及
び

ロ
に

掲
げ

る
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

以
外

の
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
当

量
２

．
５

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

以
上

 

2
(2

) 
総

濾
過

 
 

利
用

ビ
ー

ム
の

総
ろ

過
は

、
Ｘ

線
管

装
置

及
び

附
属

器
具

に
つ

い
て

個
別

に
測

定
し

た
（
固

有
）
ろ

過
の

総

和
と

し
、

シ
ス

テ
ム

を
構

成
し

た
と

き
基

準
値

を
満

足
す

る
こ

と
。

 

 ①
 
Ｘ

線
管

装
置

の
固

有
ろ

過
の

測
定

方
法

 

Ｘ
線

管
装

置
の

固
有

ろ
過

測
定

は
、

Ｘ
線

管
装

置
の

構
造

上
非

常
に

困
難

で
あ

る
の

で
、

製
造

業
者

の
 

試
験

に
よ

る
表

示
、

又
は

附
属

文
書

に
記

述
さ

れ
る

も
の

を
用

い
る

。
(注

1
) 

 ②
 
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

の
固

有
ろ

過
の

測
定

方
法

 

固
有

ろ
過

試
験

は
、

J
IS
 
Z
4
7
51

-
2
-
2
8

に
適

合
す

る
Ｘ

線
管

装
置

に
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

を
組

み
合

わ
せ

、
焦

点
・線

量
計

間
距

離
を

1
0
0
 c

m
と

し
、

1
0×

1
0
 c

m
の

照
射

野
に

絞
り

、
公

称
管

電
圧

7
0 

kV
 

(リ
ッ

プ
ル

1
0
 
%
以

下
)総

ろ
過

2
.5

 m
m

A
l

の
Ｘ

線
を

放
射

し
、

利
用

線
錐

中
心

線
上

に
置

い
た

J
IS

 Z
 

4
5
1
1

に
定

め
る

校
正

方
法

ま
た

は
同

等
の

校
正

方
法

に
よ

っ
て

校
正

し
た

線
量

率
計

を
用

い
て

線
量

率

を
測

定
す

る
。

 

た
だ

し
7
0
 k

V
が

設
定

で
き

な
い

場
合

は
、

7
0
 k

V
に

最
も

近
い

管
電

圧
に

て
行

う
。

ま
た

、
幾

何
学

的
配

置
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

装
置

に
適

し
た

ナ
ロ

ー
ビ

ー
ム

条
件

下
で

行
っ

て
も

よ
い

。
 

次
に

、
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

の
代

わ
り

に
J
IS

 H
4
00

0
に

定
め

る
合

金
番

号
1
1
0
0

の
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
板

ま
た

は
同

等
な

も
の

を
置

き
、

上
記

の
Ｘ

線
条

件
で

Ｘ
線

を
放

射
し

、
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

の
場

合
と

等

し
い

線
量

率
を

得
る

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

板
の

厚
さ

を
求

め
、

こ
の

厚
さ

を
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

の
固

有
ろ

過
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

乳
房

撮
影

等
に

用
い

る
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

に
つ

い
て

は
公

称
最

高
管

電
圧

、
総

ろ
過

 

約
0
 m

m
A

l（
厚

さ
1
 m

m
の

ベ
リ

リ
ウ

ム
）の

Ｘ
線

を
放

射
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 ③
 
そ

の
他

の
附

属
器

具
の

ろ
過

の
測

定
方

法
 

 
 

上
記

②
可

動
絞

り
又

は
照

射
筒

の
ろ

過
試

験
を

準
用

し
、

参
照

物
質

と
そ

の
厚

さ
で

表
示

さ
れ

た
公

称
 

 

 
 

値
以

上
と

す
る

。
 

 (注
１

)J
IS

 Z
4
1
2
1

に
よ

る
固

有
ろ

過
試

験
法

 

 （
参

考
） 

固
有

ろ
過

と
は

、
Ｘ

線
管

装
置

の
外

囲
器

又
は

放
射

窓
、

管
容

器
の

放
射

窓
、

絶
縁

材
料

及
び

Ｘ
線

管
装

置
内

外
の

組
み

込
み

フ
ィ

ル
タ

な
ど

、
利

用
線

す
い

が
放

射
窓

を
出

る
ま

で
に

通
過

す
る

物
質

す
べ

て
に

よ
る

ろ
過

を
い

う
。

 

固
有

ろ
過

は
、

利
用

ビ
ー

ム
の

第
一

半
価

層
(参

照
物

質
は

ベ
リ

リ
ウ

ム
、

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

又
は

銅
)と

、
同

じ
タ

ー
ゲ

ッ
ト

材
質

か
ら

作
ら

れ
た

ベ
リ

リ
ウ

ム
窓

Ｘ
線

管
装

置
の

参
照

物
質

に
よ

る
Ｘ

線
減

弱
特

性
と

を

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
決

め
る

。
比

較
を

行
う

に
は

、
等

し
い

管
電

圧
、

管
電

圧
波

形
及

び
管

電
流

に
よ

り

得
た

値
を

用
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
管

電
圧

は
、

公
称

最
高

管
電

圧
の

1
/
2

又
は

指
定

し
た

管
電

圧
と

す
る

。
 

ベ
リ

リ
ウ

ム
窓

Ｘ
線

管
装

置
に

、
あ

る
厚

さ
の

参
照

物
質

を
付

加
し

た
と

き
の

第
一

半
価

層
が

供
試

Ｘ
線

管

装
置

の
第

一
半

価
層

と
等

し
い

場
合

、
こ

の
付

加
し

た
参

照
物

質
の

厚
さ

を
そ

の
Ｘ

線
管

装
置

の
固

有
ろ

過
と

す
る

。
（
取

り
外

す
こ

と
の

で
き

る
付

加
フ

ィ
ル

タ
や

、
Ｘ

線
管

装
置

の
使

用
に

差
し

支
え

る
こ

と
な

く
、

取
り

外
し

で
き

る
も

の
は

、
固

有
ろ

過
に

含
め

な
い

。
） 

診
断

に
使

用
さ

れ
る

公
称

最
高

管
電

圧
が

2
0
0 

kV
以

下
の

も
の

は
参

照
物

質
と

そ
の

厚
さ

で
表

示
さ

れ

た
公

称
値

を
下

ま
わ

ら
な

い
こ

と
。

 

治
療

用
に

使
用

さ
れ

る
公

称
最

高
管

電
圧

が
1
5
0

以
上

4
0
0
 k

V
以

下
の

も
の

は
、

銅
の

厚
さ

で
示

さ
れ

た
公

称
値

を
下

ま
わ

ら
な

い
こ

と
。

 
 

 J
IS

 T
0
6
0
1
-1

-
3 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
5 

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
2
8 

   J
IS

 Z
4
7
1
2 

       J
IS

 H
4
00

0 

          J
IS

 Z
4
1
2
1 
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医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

３
．

 

透
視

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

は
、

前
項

に
規

定
す

る
も

の
の

ほ
か

、
次

に
掲

げ

る
障

害
防

止
の

方
法

を
講

じ
た

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 ３
（
１

）
透

視
中

の
患

者
へ

の
入

射
線

量
率

は
、

患
者

の
入

射
面

の
利

用
線

錐
の

中
心

に
お

け
る

空
気

カ
ー

マ
率

が
、

５
０

ミ
リ

グ
レ

イ
毎

分
以

下
に

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

操
作

者
の

連
続

し
た

手
動

操
作

の
み

で
作

動

し
、

作
動

中
連

続
し

た
警

告
音

等
を

発
す

る
よ

う
に

し
た

高
線

量
率

透
視

制

御
を

備
え

た
装

置
に

あ
っ

て
は

、
１

２
５

ミ
リ

グ
レ

イ
毎

分
以

下
に

な
る

よ
う

に

す
る

こ
と

。
 

 

3
. 

透
視

用
Ｘ

線
装

置
 

  3
(1

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
患

者
入

射
線

量
率

 

①
 
測

定
条

件
 

 

 
（
ａ
）
 
測

定
距

離
 

 
 

 
Ｘ

線
源

装
置

と
測

定
点

は
、

正
常

な
使

用
で

可
能

な
限

り
近

づ
け

る
。

 

 
 

 
す

な
わ

ち
、

焦
点

受
像

器
間

距
離

が
可

変
の

装
置

に
あ

っ
て

は
、

Ｘ
線

源
装

置
を

可
能

な
限

り
Ｘ

線
受

像
器

面
に

近
づ

け
る

。
ま

た
、

患
者

支
持

台
が

上
下

左
右

に
移

動
す

る
装

置
に

あ
っ

て
は

、
Ｘ

線
源

装

置
を

可
能

な
限

り
測

定
点

に
近

づ
け

る
。

 

 
（
ｂ
）
 
照

射
野

 

 
 

 
Ｘ

線
源

装
置

の
照

射
野

限
定

器
の

絞
り

は
、

Ｘ
線

受
像

器
の

最
大

受
像

器
面

積
に

す
る

。
 

 
（
ｃ
）
 
Ｘ

線
受

像
器

面
の

視
野

サ
イ

ズ
 

 
 

 
 

 
Ｘ

線
受

像
器

面
の

視
野

サ
イ

ズ
が

可
変

の
装

置
に

あ
っ

て
は

、
各

視
野

サ
イ

ズ
で

測
定

す
る

。
 

 
（
ｄ
）
 
透

視
モ

ー
ド

 

 
 

 
透

視
Ｘ

線
条

件
が

手
動

設
定

モ
ー

ド
と

自
動

線
量

率
制

御
モ

ー
ド

を
備

え
て

い
る

装
置

に
お

い
て

は
、

各
々

の
モ

ー
ド

で
測

定
す

る
。

 

 
 

 
自

動
線

量
率

制
御

モ
ー

ド
の

と
き

は
、

Ｘ
線

受
像

器
面

を
鉛

シ
ー

ト
で

覆
う

な
ど

に
よ

り
、

透
視

Ｘ
線

条

件
が

最
大

に
な

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

透
視

X
線

条
件

が
焦

点
受

像
器

間
距

離
に

連
動

し
て

変
化

す

る
装

置
に

あ
っ

て
は

、
線

量
率

が
最

大
と

な
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

②
 
測

定
位

置
 

 
 

 
患

者
へ

の
入

射
面

に
お

け
る

Ｘ
線

ビ
ー

ム
の

中
心

で
、

線
量

率
（
空

気
カ

ー
マ

率
）
の

 

測
定

を
次

の
（
ａ
）
～

（
f）

の
い

ず
れ

か
の

位
置

（
患

者
照

射
基

準
点

）
で

行
な

う
。

 

 
（
ａ
）
 
Ｘ

線
源

装
置

が
患

者
支

持
台

の
上

部
に

あ
る

場
合

（
オ

ー
バ

ー
テ

ー
ブ

ル
形

） 

 
 

 
患

者
支

持
台

の
上

3
0
 c

m
の

位
置

 
 

（
図

2
参

照
）
。

 

 
（
ｂ
）
 
Ｘ

線
源

装
置

が
患

者
支

持
台

の
下

部
に

あ
る

場
合

（
ア

ン
ダ

ー
テ

ー
ブ

ル
形

） 

 
 

 
患

者
支

持
台

の
上

1
 c

m
の

位
置

 
 

 
（
図

3
参

照
）
。

 

 
（
c
）
 
C

ア
ー

ム
式

透
視

装
置

の
場

合
 

 
 

 
 

ア
イ

ソ
セ

ン
タ

か
ら

焦
点

方
向

へ
1
5 

cm
の

位
置

 
（
図

4
参

照
）
。

 

 
（
ｄ
）
 

ア
イ

ソ
セ

ン
タ

の
な

い
C

ア
ー

ム
式

透
視

装
置

の
場

合
 

 
 

 
 

製
造

業
者

が
指

定
す

る
位

置
。

 

 
（
ｅ
）
 

4
5
cm

未
満

の
焦

点
受

像
器

間
距

離
の

C
ア

ー
ム

式
透

視
装

置
の

場
合

 

 
 

 
 

最
小

限
の

焦
点

皮
膚

間
距

離
を

表
し

て
い

る
位

置
。

 

 
（
ｆ）

 
上

記
に

あ
て

は
ま

ら
な

い
透

視
装

置
の

場
合

 

 
 

 
製

造
業

者
が

指
定

す
る

位
置

。
 

 （
注

）
 
１

．
透

視
用

Ｘ
装

置
と

は
透

視
撮

影
用

装
置

及
び

透
視

専
用

装
置

を
言

う
。

 

２
．

パ
ル

ス
透

視
を

備
え

た
装

置
で

あ
っ

て
、

パ
ル

ス
レ

ー
ト

が
低

く
て

平
均

線
量

が
測

定
で

き
な

い
 

 
 

 
 

 
場

合
は

、
１

パ
ル

ス
毎

の
線

量
を

測
定

し
、

１
分

間
の

平
均

線
量

を
計

算
に

よ
っ

て
求

め
る

。
 

 
 

 
 
３

．
附

加
フ

ィ
ル

タ
を

交
換

で
き

る
装

置
に

あ
っ

て
は

、
附

加
フ

ィ
ル

タ
毎

に
入

射
線

量
の

測
定

を
 

 
 

 
 

 
行

な
う

。
 

 
 

 
 
４

．
焦

点
受

像
器

間
距

離
（
以

下
、

S
ID

と
い

う
）可

変
の

装
置

に
あ

っ
て

は
、

患
者

入
射

線
量

率
が

 

最
大

と
な

る
S
ID

で
測

定
す

る
。

 

５
．

組
み

合
わ

せ
る

患
者

支
持

台
が

あ
る

装
置

に
あ

っ
て

は
、

指
定

す
る

患
者

支
持

台
の

減
弱

当
量

 

も
し

く
は

J
IS

 Z
4
7
5
1-

2
-
5
4

の
2
0
3
.1

0
.1

0.
1

表
20

3
.1

0
4

に
記

載
の

減
弱

当
量

で
測

定
す

る
。

 

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
3 

   測
定

器
（
例

） 

電
離

箱
式

線
量

率
計

 

・
R

ad
c
al

社
 

 
9
0
1
0

型
ま

た
は

9
0
1
5

型
 

・
東

洋
メ

デ
ィ

ッ
ク

社
 

 R
A

M
T
E
C

1
0
0
0
pl

u
s

型
、

1
5
0
0
B

型
 

ほ
か
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準
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方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
                      

 

 

図
2
 

ｵ
ｰ

ﾊ
ﾞｰ

ﾃ
ｰ

ﾌ
ﾞﾙ

形
 

 

30 cm 

Ｘ
線
源
装
置
 

線
量
測
定
用
ﾌ
ﾟ
ﾛｰ
ﾌﾞ
 

患
者
支
持
台
 

Ｘ
線
受
像
器

Ｘ
線
源
装
置
 

線
量
測
定
用
ﾌ
ﾟ
ﾛｰ
ﾌﾞ
 

Ｘ
線
受
像
器
 

1 cm 

図
3
 

ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾃ
ｰ

ﾌ
ﾞﾙ

形
 

 

線
量
測
定
用
ﾌ
ﾟ
ﾛｰ
ﾌﾞ
 

Ｘ
線
受
像
器
 

患
者
支
持
台
 

Ｘ
線
源
装
置
 

図
4
 

C
ア

ー
ム

式
透

視
装

置
 

 15 cm 

ア
イ

ソ
セ

ン
タ
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ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

３
（
２

）
 

透
視

時
間

を
積

算
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

透
視

中
に

お
い

て
一

定
時

間

が
経

過
し

た
場

合
に

警
告

音
等

を
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

タ
イ

マ
を

設
け

る
こ

と
。

 

   ３
（
３

）
 

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

皮
膚

間
距

離
が

３
０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
に

な
る

よ
う

な
装

置
又

は
当

該
皮

膚
焦

点
間

距
離

未
満

で
照

射
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
設

け
る

こ
と

。
 

 
 
た

だ
し

、
手

術
中

に
使

用
す

る
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

の
エ

ッ
ク

ス
線

管
焦

点
皮

膚
間

距
離

に
つ

い
て

は
、

２
０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3
(2

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
透

視
タ

イ
マ

 

透
視

時
間

が
積

算
さ

れ
る

こ
と

及
び

一
定

時
間

が
経

過
し

た
場

合
に

警
告

音
等

を
発

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

    3
(3

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

 

焦
点

皮
膚

間
距

離
は

装
置

の
附

属
文

書
又

は
設

計
資

料
に

よ
っ

て
確

認
す

る
か

、
も

し
く
は

図
5

の
ご

と
く
装

置
の

焦
点

皮
膚

間
距

離
を

実
測

し
て

確
認

す
る

。
 

ま
た

、
規

定
値

未
満

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

と
な

る
装

置
に

つ
い

て
は

、
規

定
値

未
満

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

で
の

透
視

Ｘ
線

照
射

を
防

止
す

る
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
作

動
し

、
Ｘ

線
が

出
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

    
 

 
 

 
 

 
 

焦
点

皮
膚

間
距

離
 

             
 

 
 

X
線

管
装

置
焦

点
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
5
 

Ｘ
線

管
焦

点
皮

膚
間

距
離

の
測

定
方

法
 

                      

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

2
0
3
.6

.2
.1

 
c
)に

は
、

タ
イ

マ
や

警
告

音

に
つ

い
て

、
よ

り
詳

細
な

要
求

事
項

が

あ
る

。
 

    J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
3 

 透
視

用
Ｘ

線
装

置
の

撮
影

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

は
、

3
0
 c

m
以

上
と

す
る

。
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医
療
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ッ
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ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

３
（
４

）
 

利
用

す
る

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

受
像

器
間

距
離

に
お

い
て

、
受

像
面

を
超

え

な
い

よ
う

に
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
を

絞
る

装
置

を
備

え
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

に

掲
げ

る
と

き
は

、
受

像
面

を
超

え
る

エ
ッ

ク
ス

線
照

射
野

を
許

容
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 イ
．

受
像

面
が

円
形

で
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
が

矩
形

の
場

合
に

お
い

て
、

 

 
 

エ
ッ

ク
ス

線
照

射
野

が
受

像
面

に
外

接
す

る
大

き
さ

を
超

え
な

い
と

き
。

 

ロ
．

照
射

方
向

に
対

し
垂

直
な

受
像

面
上

で
直

交
す

る
二

本
の

直
線

を
想

 

 
 

定
し

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
直

線
に

お
け

る
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

 

 
 

野
の

縁
と

の
交

点
及

び
受

像
面

の
縁

と
の

交
点

の
間

の
距

離
（
以

下
 

 

 
 

「
交

点
間

距
離

」
と

い
う

。
）の

和
が

そ
れ

ぞ
れ

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
 

 
 

３
パ

ー
セ

ン
ト

を
超

え
ず

、
か

つ
、

こ
れ

ら
の

交
点

間
距

離
の

総
和

が
 

 
 

焦
点

受
像

器
間

の
４

パ
ー

セ
ン

ト
を

超
え

な
い

と
き

。
 

3
(4

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
Ｘ

線
ビ

ー
ム

制
限

 

利
用

す
る

焦
点

受
像

器
間

距
離

に
お

い
て

、
受

像
面

を
超

え
な

い
よ

う
に

照
射

野
限

定
器

が
備

え
ら

れ
て

い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

た
だ

し
、

 

イ
．

受
像

面
が

円
形

で
Ｘ

線
照

射
野

が
矩

形
の

場
合

は
、

Ｘ
線

照
射

野
が

受
像

面
に

外
接

す
る

大
き

さ
ま

で
 

 
 
 
許

容
す

る
。

 

  

（
ａ
）
基

準
に

適
合

し
て

い
る

例
 

  
 

 
 

 
 

Ｘ
線

照
射

野
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
受

像
面

 

        

（
ｂ
）
基

準
に

適
合

し
な

い
例

（
矢

印
の

箇
所

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

適
合

し
な

い
箇

所
 

  

図
6
 

円
形

の
受

像
面

と
矩

形
の

Ｘ
線

照
射

の
関

係
 

 

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
3 

 （
参

考
） 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4

の
2
0
3.

8
.5

.3
に

は
、

受
像

面
が

円
形

の
場

合
の

要
求

事
項

が
あ

る
。

 

a)
 
受

像
面

と
X

線
照

射
野

と
の

最
大

の
ず

れ
は

直
径

方
向

に
2
 c

m
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

b
) 

X
線

照
射

野
の

領
域

の
少

な
く
と

も
 

8
0
 %

は
有

効
受

像
面

に
重

な
る

こ
と

。
 

 

 



 

- 
1
0
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

       

ロ
．

照
射

方
向

に
対

し
垂

直
な

受
像

面
の

中
心

を
通

る
２

本
の

直
交

す
る

Ｘ
軸

と
Ｙ

軸
を

想
定

し
、

各
々

の
両

端
に

お
け

る
Ｘ

線
照

射
野

及
び

受
像

面
の

縁
と

の
交

点
間

距
離

の
和

が
そ

れ
ぞ

れ
焦

点
受

像
器

間
距

離
の

3
 %

を
超

え
ず

、
か

つ
、

交
点

間
距

離
の

総
和

が
、

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
4
 
%
を

超
え

な
い

場

合
は

許
容

す
る

。
 

 （
注

）
 
Ｘ

軸
及

び
Ｙ

軸
と

は
、

次
と

す
る

。
 

 
 

 
 

・
Ｘ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
線

管
装

置
の

管
軸

に
平

行
な

直
線

 

 
 

 
 

・
Ｙ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
軸

と
直

行
す

る
直

線
 

 

  
 

 
 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
Ｘ

線
照

射
野

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

受
像

面
 

       

図
7
 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

を
用

い
た

試
験

法
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

例
え

ば
、

受
像

面
と

Ｘ
線

照
射

野
の

大
き

さ
よ

り
大

き
な

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

を
用

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受
像

面
の

中
心

を
通

る
X

軸
及

び
Ｙ

軸
を

想
定

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
直

線
が

受
像

面
の

外
接

 

と
交

わ
る

箇
所

に
Ｘ

線
不

透
過

性
材

料
で

マ
ー

ク
す

る
。

マ
ー

ク
し

た
フ

ィ
ル

ム
を

Ｘ
線

露
光

 

す
る

。
 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

の
代

わ
り

に
Ｘ

線
平

面
検

出
器

を
用

い
て

も
良

い
。

 

   

J
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4
7
5
1
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-
5
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J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
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医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準
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験
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法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

       

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
 

 
 

 
 

ｃ
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Ｙ

軸
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

d
1 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
 
Ｘ

軸
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

  
 
 
 
d
2 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
c
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ａ
）
 

｜
c
1｜

+
｜

c
2
｜

≦
 
0
.0

3 
x 

S
 

及
び

 
｜

d
1｜

+
｜

d
2
｜

≦
 
0
.0

3
 x

 S
 

ｂ
）
 

｜
c
1
｜

+
｜

c
2｜

+
｜

d
1｜

+
｜

d2
｜

≦
 
0
.0

4 
x 

S
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
こ

こ
に

、
Ｓ

は
焦

点
受

像
器

間
距

離
と

す
る

。
 

 

図
8
 

X
線

照
射

野
と

受
像

面
の

ず
れ

 

 （
注

）
 

Ｘ
線

照
射

野
と

は
、

受
像

面
に

利
用

ビ
ー

ム
が

入
射

す
る

範
囲

を
い

い
、

そ
の

境
界

は
利

用
ビ

ー
ム

 

 
 

 
の

最
大

照
射

線
量

率
の

1/
4

に
な

る
点

の
軌

跡
と

す
る

。
 

 
 

 
フ

ィ
ル

ム
を

用
い

る
場

合
は

、
そ

の
フ

ィ
ル

ム
の

特
性

曲
線

か
ら

1/
4

と
な

る
濃

度
を

求
め

る
。

 

（
図

9
及

び
図

1
0
） 

 

 

 



 

- 
1
2
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
                      

 

図
9
 
フ

ィ
ル

ム
の

特
性

曲
線

 

            

 

図
1
0
 
フ

ィ
ル

ム
を

用
い

る
場

合
の

Ｘ
線

照
射

野
の

求
め

方
 

 

 

  



 

- 
1
3
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

３
（
５

）
 

利
用

線
錐

中
の

蛍
光

板
、

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

テ
ン

シ
フ

ァ
イ

ア
等

の
受

像
器

を
透

過
し

た
エ

ッ
ク

ス
線

の
空

気
カ

ー
マ

率
が

、
利

用
線

錐
中

の
蛍

光
板

、
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン
シ

フ
ァ

イ
ア

等
の

受
像

器
の

接
触

可
能

表
面

か
ら

１
０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
お

い
て

、
１

５
０

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
毎

時
以

下
に

な
る

よ
う

に

す
る

こ
と

。
 

                ３
（
６

）
 

透
視

時
の

最
大

受
像

面
を

３
.０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
超

え
る

部
分

を
通

過
し

た
エ

ッ
ク

ス
線

の
空

気
カ

ー
マ

率
が

、
当

該
部

分
の

接
触

可
能

表
面

か
ら

１
０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
お

い
て

、
１

５
０

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
毎

時
以

下
に

な
る

よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 

3
(5

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
受

像
器

透
過

後
の

剰
余

X
線

 

剰
余

X
線

の
線

量
測

定
方

法
 

J
IS

 Z
47

5
1
-
2
-5

4
(表

2
0
3
.1

06
)で

規
定

さ
れ

た
条

件
で

、
利

用
線

錐
中

の
蛍

光
板

、
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン
シ

フ

ァ
イ

ア
、

Ｘ
線

平
面

検
出

器
等

の
受

像
器

を
透

過
し

た
剰

余
Ｘ

線
線

量
を

、
接

触
可

能
表

面
か

ら
1
0
 c

m
の

と

こ
ろ

で
測

定
す

る
。

 

                

図
1
1
 
受

像
器

透
過

後
の

剰
余

X
線

の
線

量
測

定
方

法
（
例

）
 

 

3
(6

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
受

像
器

周
辺

の
剰

余
Ｘ

線
 

①
 

 
剰

余
Ｘ

線
の

線
量

測
定

方
法

 

最
大

照
射

野
範

囲
を

鉛
板

で
覆

い
、

J
IS

 Z
4
75

1
-
2
-
5
4(

表
20

3
.1

0
6
)で

規
定

さ
れ

た
条

件
で

、
受

像
器

 

面
上

で
透

視
時

の
最

大
受

像
面

を
3
 c

m
超

え
る

部
分

を
透

過
し

た
剰

余
Ｘ

線
線

量
を

、
接

触
可

能
表

 

面
か

ら
10

 c
m

の
と

こ
ろ

で
測

定
す

る
。

た
だ

し
焦

点
受

像
器

間
距

離
が

固
定

し
て

お
り

、
最

大
照

射
野

が
 

最
大

の
Ｘ

線
受

像
器

面
と

一
致

し
て

い
る

装
置

の
場

合
は

、
そ

の
照

射
野

で
試

験
し

て
も

良
い

。
 

               

図
1
2
 
受

像
器

周
辺

の
剰

余
X

線
の

線
量

測
定

方
法

（例
） 

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

測
定

器
等

は
、

2(
1
)漏

れ
Ｘ

線
の

備
考

を
参

照
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｘ
線

し
ゃ

へ
い

板
は

、
入

射
面

以
外

の

部
分

に
入

射
す

る
一

次
Ｘ

線
に

よ
っ

て

測
定

値
が

影
響

さ
れ

な
い

よ
う

に
使

用

す
る

も
の

で
製

造
所

等
に

お
け

る
試

験

時
に

使
用

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

              J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

測
定

器
等

は
、

2
(1

)漏
れ

Ｘ
線

の
備

考

を
参

照
す

る
。

 

 Ｘ
線

し
ゃ

へ
い

板
は

、
入

射
面

以
外

の

部
分

に
入

射
す

る
一

次
Ｘ

線
に

よ
っ

て

測
定

値
が

影
響

さ
れ

な
い

よ
う

に
使

用

す
る

も
の

で
製

造
所

等
に

お
け

る
試

験

時
に

使
用

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

 （
参

考
） 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4

の
2
0
3
.1

1
に

は
、

一

次
防

護
遮

蔽
体

に
対

す
る

要
求

事
項

が
あ

る
（
表

2
0
3.

1
0
6

参
照

）
。

 

最
大

受
像

面
を

超
え

る
最

小
許

容
範

囲

は
、

装
置

の
用

途
分

類
に

よ
っ

て
異

な

っ
て

い
る

。
試

験
方

法
に

規
定

す
る

3
c
m

で
基

準
を

満
た

せ
ば

、
2
cm

の
装

置
に

対
し

て
も

満
足

す
る

と
み

な
す

。
 

 

X
線

可
動

絞
り

 

1
0
c
m

 

最
大

受
像

面
寸

法
（
D

）
 

焦
点

 

一
次

防
護

遮
へ

い
体

や

測
定

環
境

か
ら

影
響

を

受
け

な
い

よ
う

、
十

分
な

鉛
当

量
と

面
積

が
必

要
 

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

 

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

テ
ン

シ
フ

ァ
イ

ア
 

X
線

遮
へ

い
板

 

印
 
：
 
測

定
点

 

100cm 

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

テ
ン

シ
フ

ァ
イ

ア
 

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

 

一
次

防
護

遮
へ

い
体

や

測
定

環
境

か
ら

影
響

を

受
け

な
い

よ
う

、
十

分
な

鉛
当

量
と

面
積

が
必

要
 

X
線

遮
へ

い
板

 

X
線

管
装

置
 

焦
点

 

最
大

受
像

面
寸

法
(D

) 

(D
/
2
) 
+
 3

 c
m

 

1
0
 c

m
 

100cm 

印
 
：
 
測

定
点

 

X
線

可
動

絞
り

 

X
線

管
装

置
 

患
者

を
模

擬
す

る

た
め

に
J
IS

 Z
4
7
5
1 

-
2
-5

4
の

表
2
0
3
. 

1
03

に
従

っ
た

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

を
置

く
 

患
者

を
模

擬
す

る

た
め

に
J
IS

 Z
4
7
5
1 

-
2
-5

4
の

表
2
0
3
. 

1
03

に
従

っ
た

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

を
置

く
 



 

- 
1
4
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

                         ３
（
７

）
 

利
用

線
錐

以
外

の
エ

ッ
ク

ス
線

を
有

効
に

し
ゃ

へ
い

す
る

た
め

の
適

切
な

手

段
を

講
じ

る
こ

と
。

 

②
 

 
剰

余
X

線
線

量
の

測
定

方
法

（
同

時
測

定
） 

 
図

1
3

に
従

っ
て

、
利

用
線

錐
中

の
蛍

光
板

、
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン
シ

フ
ァ

イ
ア

、
Ｘ

線
平

面
検

出
器

等
の

受

像
器

を
透

過
し

た
剰

余
Ｘ

線
線

量
と

、
受

像
器

面
上

で
透

視
時

の
最

大
受

像
面

を
3
 
cm

超
え

る
部

分
を

透

過
し

た
剰

余
X

線
線

量
を

同
時

に
測

定
し

て
も

よ
い

。
こ

の
と

き
、

前
項

同
様

J
IS

 
Z
47

5
1
-
2
-
5
4(

表

2
0
3
.1

0
6
)で

規
定

さ
れ

た
条

件
で

、
接

触
可

能
表

面
か

ら
1
0
 c

m
の

と
こ

ろ
で

測
定

す
る

。
 

                 

図
1
3

剰
余

X
線

の
線

量
測

定
方

法
（
同

時
測

定
）
（例

） 

  3
(7

) 
透

視
用

Ｘ
線

装
置

の
利

用
線

錐
以

外
の

し
ゃ

へ
い

 

利
用

線
錐

以
外

の
Ｘ

線
を

有
効

に
し

ゃ
へ

い
す

る
た

め
の

適
切

な
手

段
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

装
置

の

設
計

資
料

、
附

属
文

書
ま

た
は

目
視

に
て

確
認

す
る

。
 

 適
切

な
手

段
の

例
と

し
て

、
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン
シ

フ
ァ

イ
ア

．
入

射
面

円
筒

遮
へ

い
鉛

、
イ

メ
ー

ジ
イ

ン
テ

ン

シ
フ

ァ
イ

ア
入

射
面

遮
へ

い
鉛

板
リ

ン
グ

、
放

射
口

近
辺

に
装

備
さ

れ
た

鉛
筒

（
板

）
Ｘ

線
ビ

ー
ム

制
限

機
構

等
の

散
乱

線
の

発
生

を
予

防
す

る
機

構
の

ほ
か

、
側

方
防

護
板

、
後

方
防

護
板

、
防

護
前

垂
れ

、
含

鉛
ア

ク
リ

ル
板

、
防

護
ク

ロ
ス

、
防

護
カ

ー
テ

ン
、

防
護

衝
立

等
の

、
術

者
被

曝
を

防
止

す
る

装
備

が
挙

げ
ら

れ

る
。

 

  

 J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

 （
参

考
） 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4

の
2
0
3
.1

1
に

は
、

一

次
防

護
遮

蔽
体

に
対

す
る

要
求

事
項

が
あ

る
（
表

2
0
3.

1
0
6

参
照

）
。

 

最
大

受
像

面
を

超
え

る
最

小
許

容
範

囲
は

、
装

置
の

用
途

分
類

に
よ

っ
て

異

な
っ

て
い

る
。

試
験

方
法

に
規

定
す

る

3
c
m

で
基

準
を

満
た

せ
ば

、
2
cm

の
装

置
に

対
し

て
も

満
足

す
る

と
み

な
す

。
 

              J
IS

 T
0
6
0
1
-1

-
3 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
3 

 

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

テ
ン

シ
フ

ァ
イ

ア
 

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

 

X
線

遮
へ

い
板

 

X
線

管
装

置
 

焦
点

 

最
大

受
像

面
寸

法
(D

) 

(D
/
2
) 
+
 3

 c
m

 

1
0
 c

m
 

100cm 

印
 
：
 
測

定
点

 

X
線

可
動

絞
り

 

一
次

防
護

遮
へ

い
体

や

測
定

環
境

か
ら

影
響

を

受
け

な
い

よ
う

、
十

分
な

鉛
当

量
と

面
積

が
必

要
 

患
者

を
模

擬
す

る

た
め

に
J
IS

 Z
4
7
5
1  

-
2
-5

4
の

表
2
0
3
. 

1
03

に
従

っ
た

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

を
置

く
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1
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医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

４
．

 

撮
影

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

（
胸

部
集

検
用

間
接

撮
影

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
を

除

く
。

）
は

、
第

２
項

に
規

定
す

る
も

の
の

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

障
害

防
止

の
方

法
（
Ｃ

Ｔ
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
（
１

）
に

掲
げ

る
も

の
を

、
骨

塩
定

量

分
析

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

（
２

）
に

掲
げ

る
も

の
を

除
く
。

）
を

講
じ

た

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 ４
（
１

）
 

利
用

す
る

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

受
像

器
間

距
離

に
お

い
て

、
受

像
面

を
超

え

な
い

よ
う

に
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
を

絞
る

装
置

を
備

え
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

に

掲
げ

る
と

き
は

受
像

面
を

超
え

る
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
を

許
容

す
る

も
の

と

し
、

又
は

口
内

法
撮

影
用

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

照
射

筒
の

端
に

お

け
る

エ
ッ

ク
ス

線
照

射
野

の
直

径
が

６
．

０
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

に
な

る
よ

う

に
す

る
も

の
と

し
、

乳
房

撮
影

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
に

つ
い

て
患

者
の

胸
壁

に
近

い
患

者
支

持
器

の
縁

を
超

え
る

広
が

り
が

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

超
え

ず
、

か
つ

、
受

像
面

の
縁

を
超

え
る

エ
ッ

ク
ス

線

照
射

野
の

広
が

り
が

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
２

パ
ー

セ
ン

ト
を

超
え

な
い

よ

う
に

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

イ
 

受
像

面
が

円
形

で
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
が

矩
形

の
場

合
に

お
い

て
、

 

 
 

エ
ッ

ク
ス

線
照

射
野

が
受

像
面

に
外

接
す

る
大

き
さ

を
超

え
な

い
と

き
。

 

 ロ
 

照
射

方
向

に
対

し
垂

直
な

受
像

面
上

で
直

交
す

る
二

本
の

直
線

を
想

 
 

 
 

定
し

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
直

線
に

お
け

る
交

点
間

距
離

の
 

 
 

和
が

そ
れ

ぞ
れ

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
３

パ
ー

セ
ン

ト
を

超
え

ず
、

か
 

 
 

つ
、

こ
れ

ら
の

交
点

間
距

離
の

総
和

が
焦

点
受

像
器

間
の

４
パ

ー
セ

ン
 

 
 

ト
を

超
え

な
い

と
き

。
 

   

4
. 

撮
影

用
Ｘ

線
装

置
 

4
(1

) 
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

の
Ｘ

線
ビ

ー
ム

制
限

 

利
用

す
る

焦
点

受
像

器
間

距
離

に
お

い
て

、
受

像
面

を
超

え
な

い
よ

う
に

照
射

野
限

定
器

が
備

え
ら

れ
て

い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

た
だ

し
、

 

イ
．

受
像

面
が

円
形

で
Ｘ

線
照

射
野

が
矩

形
の

場
合

は
、

Ｘ
線

照
射

野
が

受
像

面
に

外
接

す
る

大
き

さ
ま

で
 

 
 

許
容

す
る

。
（
図

6
） 

 ロ
．

照
射

方
向

に
対

し
垂

直
な

受
像

面
の

中
心

を
通

る
２

本
の

直
交

す
る

Ｘ
軸

と
Ｙ

軸
を

想
定

し
、

各
々

の
両

 

端
に

お
け

る
X

線
照

射
野

及
び

受
像

面
の

縁
と

の
交

点
間

距
離

の
和

が
そ

れ
ぞ

れ
焦

点
受

像
器

間
距

 

離
の

3
 %

を
超

え
ず

、
か

つ
、

交
点

間
距

離
の

総
和

が
、

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
4 

%
を

超
え

な
い

場
合

は
 

許
容

す
る

。
 

 （
注

）
 
Ｘ

軸
及

び
Ｙ

軸
と

は
、

次
と

す
る

。
 

 
 

 
 

・
Ｘ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
線

管
装

置
の

管
軸

に
平

行
な

直
線

 

 
 

 
 

・
Ｙ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
軸

と
直

行
す

る
直

線
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
 

 
 

 
 

ｃ
1
 

 
 

 
 

 
 

Ｙ
軸

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
Ｘ

線
照

射
野

 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
d
1
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
受

像
面

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
Ｘ

軸
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
d
2
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

c
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ａ
）
 

｜
c
1｜

+
｜

c
2
｜

≦
 
0
.0

3 
x 

S
 

及
び

 
｜

d
1｜

+
｜

d
2
｜

≦
 
0
.0

3
 x

 S
 

ｂ
）
 

｜
c
1
｜

+
｜

c
2｜

+
｜

d
1｜

+
｜

d2
｜

≦
 
0
.0

4 
x 

S
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
こ

こ
に

、
Ｓ

は
焦

点
受

像
器

間
距

離
と

す
る

。
 

 

図
1
4
 X

線
照

射
野

と
受

像
面

の
ず

れ
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

例
え

ば
、

受
像

面
と

Ｘ
線

照
射

野
の

大
き

さ
よ

り
大

き
な

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

を
用

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
受

像
面

の
中

心
を

通
る

X
軸

及
び

Ｙ
軸

を
想

定
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

直
線

が
受

像
面

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

外
接

と
交

わ
る

箇
所

に
Ｘ

線
不

透
過

性
材

料
で

マ
ー

ク
す

る
。

マ
ー

ク
し

た
フ

ィ
ル

ム
を

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｘ
線

露
光

す
る

。
 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

の
代

わ
り

に
Ｘ

線
平

面
検

出
器

を
用

い
て

も
良

い
。

 

 J
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4
7
5
1
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-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
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-
4
3 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
5 

J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
5 

 （
参

考
） 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4

の
2
0
3.

8
.5

.3
に

は
、

受
像

面
が

円
形

の
場

合
の

要
求

事
項

が
あ

る
。

 

a)
 
受

像
面

と
X

線
照

射
野

と
の

最
大

の
ず

れ
は

直
径

方
向

に
2
 c

m
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

b
) 

X
線

照
射

野
の

領
域

の
少

な
く
と

も
 

8
0
 %

は
有

効
受

像
面

に
重

な
る

こ
と

。
 

 （
参

考
） 

J
IS

 
T
6
0
6
0
1
-2

-
6
5

の
2
0
3
.8

.5
.4

に

は
、

照
射

野
限

定
器

の
要

求
事

項
が

あ
る

。
 

電
子

式
Ｘ

線
受

像
器

を
備

え
る

M
E

機

器
は

、
Ｘ

線
照

射
野

を
長

方
形

に
絞

り
、

出
射

野
寸

法
の

対
角

線
の

長
さ

が

有
効

受
像

面
の

対
角

線
の

長
さ

を
超

え
て

も
よ

い
が

、
そ

の
超

え
る

長
さ

を

1
c
m

以
下

に
制

限
す

る
手

段
を

備
え

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  

出
射

野
が

長
方

形
の

場
合

は
、

Ｘ
線

ビ

ー
ム

軸
を

中
心

と
し

て
出

射
野

を
回

転

で
き

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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医
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線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
口

内
法

撮
影

用
X

線
装

置
の

照
射

野
 

円
形

照
射

野
の

場
合

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

矩
形

照
射

野
の

場
合

 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
1
5
 

口
内

法
撮

影
用

X
線

装
置

の
X

線
照

射
野

と
受

光
面

の
ず

れ
 

 乳
房

撮
影

用
Ｘ

装
置

に
あ

っ
て

は
Ｘ

線
照

射
野

に
つ

い
て

患
者

の
胸

壁
に

近
い

患
者

支
持

器
の

縁
を

超
え

る

広
が

り
が

2
 m

m
を

超
え

ず
（図

1
6
）
、

か
つ

、
受

像
面

の
縁

を
超

え
る

Ｘ
線

照
射

野
の

広
が

り
が

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
2
 %

を
超

え
な

い
場

合
（
図

17
）
は

許
容

す
る

。
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

焦
点

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
焦

点
か

ら
下

ろ
し

た
垂

線
と

 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｘ
線

照
射

野
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
交

わ
る

受
像

器
面

ま
で

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

距
離

（
図

1
7

の
s 

） 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
2 

m
m

以
下

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受
像

器
面

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
患

者
支

持
器

の
胸

壁
側

の
縁

 

 

図
1
6
 
患

者
支

持
器

の
胸

壁
側

の
縁

に
お

け
る

Ｘ
線

照
射

野
の

制
限

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
例

え
ば

、
患

者
支

持
器

の
胸

壁
側

の
縁

を
超

え
る

よ
う

に
フ

ィ
ル

ム
を

配
置

し
、

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
フ

ィ
ル

ム
に

胸
壁

側
の

縁
を

マ
ー

ク
し

た
後

、
Ｘ

線
照

射
す

る
。

 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

の
代

わ
り

に
Ｘ

線
平

面
検

出
器

を
用

い
て

も
良

い
。

 

 

 J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
5 

               J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
5 

 

 

照
射

野
が

直
径

6
cm

の
円

を
超

え
な

い
。

 

X
線

照
射

野
 

直
径

6
cm

の
円
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線
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置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
又

は
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

c
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

d
1
 

  
 

 
受

像
面

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｘ
線

照
射

野
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
d
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

c
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の

図
は

Ｘ
線

照
射

野
が

受
像

面
の

す
べ

て
の

縁
を

超
え

る
場

合
を

示
す

。
 

受
像

面
を

超
え

る
Ｘ

線
照

射
野

の
寸

法
を

ｃ
１

、
ｃ
２

、
ｄ
１

及
び

ｄ
２

と
す

る
と

 

そ
れ

ぞ
れ

の
寸

法
は

次
を

満
足

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
 

  
 
ｃ
１

、
ｃ
２

、
ｄ
１

及
び

ｄ
２

 
≦

 
0
.0

2
 x

 s
 

 
 

 
 

 
 

 
こ

こ
に

、
s

は
“
焦

点
か

ら
下

ろ
し

た
垂

線
と

交
わ

る
受

像
器

面
ま

で
の

距
離

”
（図

1
6
）
と

す
る

。
 

 

図
1
7
 

Ｘ
線

照
射

野
が

受
像

面
の

す
べ

て
の

縁
を

超
え

る
場

合
の

例
 

  
 

 
 

 
 

 
 

例
え

ば
、

受
像

面
と

Ｘ
線

照
射

野
の

大
き

さ
よ

り
大

き
な

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

を
用

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受
像

面
の

縁
を

マ
ー

ク
し

た
フ

ィ
ル

ム
を

Ｘ
線

露
光

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

焦
点

か
ら

下
ろ

し
た

垂
線

と
交

わ
る

受
像

器
面

ま
で

の
距

離
が

可
変

な
場

合
は

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表

値
と

す
る

。
 

Ｘ
線

フ
ィ

ル
ム

の
代

わ
り

に
Ｘ

線
平

面
検

出
器

を
用

い
て

も
良

い
。

 

 

   Ｘ
線

照
射

野
が

受
像

面
の

縁
を

越
え

な

い
部

分
は

、
こ

の
基

準
に

適
合

す
る

。
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1
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医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
４

（
２

） 

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

皮
膚

間
距

離
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

拡
大

撮
影

を
行

う
場

合
（
ヘ

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

）
、

又
は

骨
塩

定
量

分
析

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

 イ
 

定
格

管
電

圧
が

７
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
以

下
の

口
内

法
撮

影
用

エ
ッ

ク
ス

線
 

 

 
 

装
置

に
あ

っ
て

は
、

１
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
 

ロ
 

定
格

管
電

圧
が

７
０

キ
ロ

ボ
ル

ト
を

超
え

る
口

内
法

撮
影

用
エ

ッ
ク

ス
線

 

 
 

装
置

に
あ

っ
て

は
、

２
０

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
 

ハ
 

歯
科

用
パ

ノ
ラ

マ
断

層
撮

影
装

置
に

あ
っ

て
は

、
１

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

 

 
 

以
上

 

ニ
 

移
動

型
及

び
携

帯
型

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
２

０
セ

ン
チ

メ
ー

ト
 

 
 

ル
以

上
 

ホ
 

Ｃ
Ｔ

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

あ
っ

て
は

、
１

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

 

ヘ
 

乳
房

撮
影

装
置

（
拡

大
撮

影
を

行
う

場
合

に
限

る
。

）
に

あ
っ

て
は

、
２

０
 

 
 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
 

ト
 

イ
か

ら
へ

ま
で

に
掲

げ
る

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
以

外
の

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
に

 
 

 
 

あ
っ

て
は

、
４

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

 
 

 

            

4
(2

) 
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

 

焦
点

皮
膚

間
距

離
は

装
置

の
附

属
文

書
又

は
設

計
資

料
に

よ
っ

て
確

認
す

る
か

、
も

し
く
は

図
1
8
～

2
0

の

ご
と

く
装

置
の

焦
点

皮
膚

間
距

離
を

実
測

し
て

確
認

す
る

。
 

 イ
．

ロ
．

口
内

法
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

の
場

合
の

測
定

方
法

 

  
 

 
焦

点
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
照

射
筒

 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

焦
点

皮
膚

間
距

離
 

 

図
1
8
 

イ
と

ロ
に

掲
げ

る
Ｘ

線
装

置
の

測
定

方
法

 

 焦
点

の
位

置
か

ら
照

射
筒

の
先

端
ま

で
の

距
離

を
実

測
す

る
。

 

 ハ
．

歯
科

用
パ

ノ
ラ

マ
撮

影
装

置
の

場
合

の
測

定
方

法
 

長
径

1
9
 c

m
、

短
径

1
6
 c

m
の

楕
円

柱
型

試
験

体
（頭

部
模

型
）
を

、
患

者
の

正
規

の
位

置
（
模

型
の

先
端

か
ら

1
 c

m
の

と
こ

ろ
に

断
層

域
の

中
心

を
合

わ
せ

る
）
に

置
い

た
と

き
、

X
線

発
生

器
が

ど
の

位
置

に
あ

っ

て
も

、
試

験
体

の
表

面
か

ら
焦

点
ま

で
の

距
離

が
1
5
 c

m
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

                  

図
1
9
 

ハ
に

掲
げ

る
Ｘ

線
装

置
の

測
定

方
法

 

  J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
3 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
4 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
5 

J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
3 

J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
5 

 （
参

考
） 

J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
5

の
2
0
3
.9

に
は

、
焦

点
皮

膚
間

距
離

の
要

求
事

項
が

あ
る

。
 

M
E

機
器

は
、

焦
点

皮
膚

間
距

離
を

2
0
c
m

以
上

確
保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  

 



 

- 
1
9
 -
 

 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

 
 

 
 

考
 

 
ニ

と
ト

に
掲

げ
る

Ｘ
線

装
置

の
場

合
の

測
定

方
法

 

 焦
点

の
位

置
か

ら
患

者
ま

で
の

距
離

が
基

準
値

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

な
お

、
拡

大
撮

影
を

除
く
乳

房
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

に
お

け
る

患
者

皮
膚

面
は

圧
迫

板
下

部
表

面
と

す
る

。
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｘ
線

源
装

置
 

     
 

 
 

焦
点

皮
膚

間
距

離
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

患
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

患
者

支
持

台
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
体

厚
3
0
 c

m
/
圧

迫
乳

房
厚

4
0
 m

m
 

   

図
2
0
 

ニ
と

ト
に

掲
げ

る
Ｘ

線
装

置
の

測
定

方
法

 

  ホ
．

 
Ｃ

Ｔ
Ｘ

線
装

置
の

場
合

は
、

焦
点

と
架

台
ド

ー
ム

カ
バ

ー
の

内
側

表
面

ま
で

の
距

離
を

測
定

す
る

。
 

 へ
．

 
乳

房
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

の
拡

大
撮

影
時

の
焦

点
皮

膚
間

距
離

は
、

焦
点

か
ら

圧
迫

板
下

部
表

面
ま

で

の
距

離
を

測
定

す
る

。
 

 

透
視

か
ら

撮
影

に
移

る
場

合
の

焦
点

皮
膚

間
距

離
は

、
4
5
 c

m
以

上
で

は
な

く
、

3
0
 c

m
以

上
と

す
る

。
 

［
3
(3

)を
参

照
す

る
］ 

 （
参

考
） 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
4
5

の
2
0
3
.9

に
は

、
焦

点
皮

膚
間

距
離

の
要

求
事

項
が

あ
る

。
 

「
正

常
な

使
用

に
お

い
て

、
患

者
へ

の

放
射

線
の

線
量

を
可

能
な

限
り

低
く

抑

え
る

た
め

に
、

焦
点

皮
膚

間
距

離
は

、

十
分

に
大

き
く
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

乳
房

撮
影

定
位

装
置

を
用

い
る

場
合

を

除
き

、
最

短
焦

点
距

離
は

、
6
0
0m

m
以

上
と

す
る

。
拡

大
撮

影
で

用
い

る
患

者

支
持

面
で

の
拡

大
率

は
、

2
以

下
と

す

る
。

 
」
J
IS

 
Z
4
75

1
-
2
-
4
5

に
適

合
す

る

装
置

（
最

短
焦

点
距

離
6
0
0m

m
以

上
、

拡
大

率
2

以
下

）
は

、
被

写
体

厚
が

1
5
0
m

m
未

満
（
拡

大
撮

影
の

場
合

は

1
0
0
m

m
未

満
）
で

あ
れ

ば
、

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

に
適

合
す

る
。

 

 試
験

に
用

い
る

圧
迫

乳
房

厚
40

m
m

の

妥
当

性
に

つ
い

て
は

、
圧

迫
乳

房
モ

デ

ル
に

よ
る

乳
腺

平
均

吸
収

線
量

の
検

討
（
日

本
乳

癌
検

診
学

会
第

6
巻

第
3

号
 
1
9
9
7
）
な

ど
を

参
考

に
し

て
リ

ス
ク

分
析

を
行

い
、

確
認

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
1
5
0m

m
以

上
（
拡

大
撮

影

の
場

合
は

1
00

m
m

以
上

）
の

被
写

体

厚
に

対
す

る
撮

影
条

件
が

、
正

常
な

使

用
の

範
囲

に
入

る
か

を
検

討
し

、
適

合

性
を

確
認

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

  



- 
2
0
 -
 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

考
 

４
（
３

）
 

移
動

型
及

び
携

帯
型

エ
ッ

ク
ス

線
装

置
並

び
に

手
術

中
に

使
用

す
る

エ
ッ

ク

ス
線

装
置

に
あ

っ
て

は
、

エ
ッ

ク
ス

線
管

焦
点

及
び

患
者

か
ら

２
メ

ー
ト

ル
以

上
離

れ
た

位
置

に
お

い
て

操
作

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

4
(3

) 
撮

影
用

Ｘ
線

装
置

の
Ｘ

線
照

射
の

操
作

位
置

 

Ｘ
線

管
焦

点
及

び
患

者
照

射
領

域
か

ら
Ｘ

線
照

射
ス

イ
ッ

チ
ま

で
の

距
離

が
2
 m

以
上

あ
る

こ
と

を
測

定
す

る
。

 

ま
た

、
Ｘ

線
ビ

ー
ム

の
照

射
領

域
を

決
め

る
た

め
、

Ｘ
線

可
動

絞
り

が
あ

る
場

合
は

全
開

と
す

る
。

 

光
照

射
機

能
を

備
え

て
い

る
場

合
は

、
光

照
射

領
域

を
Ｘ

線
ビ

ー
ム

の
照

射
領

域
の

代
用

と
し

て
も

よ
い

。
 

図
2
1
 

移
動

型
及

び
携

帯
型

Ｘ
線

装
置

及
び

手
術

中
に

使
用

す
る

Ｘ
線

装
置

に
お

け
る

 

Ｘ
線

照
射

操
作

位
置

の
測

定
方

法
 

J
IS

 Z
4
7
5
1
-2

-
5
4 

J
IS

 T
6
0
6
0
1-

2
-
6
5 

（
参

考
） 

J
IS

 
T
6
0
6
01

-
2
-
65

の
2
0
3
.1

3
.3

に

は
、

距
離

に
よ

る
防

護
の

要
求

事
項

が

あ
る

。
 

操
作

者
が

焦
点

よ
り

2m
以

上
離

れ
、

か
つ

、
Ｘ

線
ビ

ー
ム

の
進

路
外

で
照

射

を
制

限
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

達
成

で
き

る
。

 

こ
の

要
求

事
項

は
、

手
持

形
M

E
機

器

に
は

適
用

し
な

い
。

 
２
ｍ

２
ｍ

X
線

ﾋ
ﾞｰ

ﾑの

照
射

領
域

X
線

照
射

ｽ
ｲ
ｯﾁ

X
線

管
装

置

患
者
支
持
台



- 
2
1
 -
 

医
療

用
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

基
準

 
試

 
 

験
 

 
方

 
 

法
 

備
 

考
 

５
．

 

胸
部

集
検

用
間

接
撮

影
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

は
、

第
２

項
に

規
定

す
る

も
の

の

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

障
害

防
止

の
方

法
を

講
じ

た
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

５
（
１

）
 

利
用

線
錐

が
角

錐
型

と
な

り
、

か
つ

、
利

用
す

る
エ

ッ
ク

ス
線

管
焦

点
受

像

器
間

距
離

に
お

い
て

、
受

像
面

を
超

え
な

い
よ

う
に

エ
ッ

ク
ス

線
照

射
野

を

絞
る

装
置

を
備

え
る

こ
と

。
た

だ
し

、
照

射
方

向
に

対
し

垂
直

な
受

像
面

上
で

直
交

す
る

二
本

の
直

線
を

想
定

し
た

場
合

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

直
線

に
お

け
る

交
点

間
距

離
の

和
が

そ
れ

ぞ
れ

焦
点

受
像

器
間

距
離

の
３

パ
ー

セ
ン

ト
を

超
え

ず
、

か
つ

、
こ

れ
ら

の
交

点
間

距
離

の
総

和
が

、
焦

点
受

像

器
間

距
離

の
４

パ
ー

セ
ン

ト
を

超
え

な
い

と
き

は
、

受
像

面
を

超
え

る
エ

ッ
ク

ス
線

照
射

野
を

許
容

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

５
（
２

）
 

受
像

器
の

一
次

防
護

し
や

へ
い

体
は

、
装

置
の

接
触

可
能

表
面

か
ら

１
０

セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に

お
け

る
自

由
空

気
中

の
空

気
カ

ー
マ

（
以

下
「
空

気

カ
ー

マ
」
と

い
う

。
）
が

、
１

ば
く

射
に

つ
き

１
.０

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
以

下
に

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

5
.

胸
部

集
検

用
間

接
撮

影
Ｘ

線
装

置

5
(1

) 
胸

部
集

検
用

間
接

撮
影

Ｘ
線

装
置

の
Ｘ

線
ビ

ー
ム

制
限

 

利
用

線
錐

が
角

錐
型

と
な

り
、

か
つ

、
利

用
す

る
焦

点
受

像
器

間
距

離
に

お
い

て
、

受
像

面
を

超
え

な
い

よ
う

 

に
照

射
野

限
定

器
が

備
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
照

射
方

向
に

対
し

垂
直

な
受

像
面

の
 

中
心

を
通

る
２

本
の

直
交

す
る

Ｘ
軸

と
Ｙ

軸
を

想
定

し
、

各
々

の
両

端
に

お
け

る
X

線
照

射
野

及
び

受
像

面
の

 

縁
と

の
交

点
間

距
離

の
和

が
そ

れ
ぞ

れ
焦

点
受

像
器

間
距

離
の

3
 %

を
超

え
ず

、
か

つ
、

交
点

間
距

離
の

総
 

和
が

、
焦

点
受

像
器

間
距

離
の

4
 %

を
超

え
な

い
場

合
は

許
容

す
る

。
Ｘ

線
照

射
野

と
受

像
面

の
ず

れ
は

 

図
1
4

に
よ

る
。

 

（
注

）
 
Ｘ

軸
及

び
Ｙ

軸
と

は
、

次
と

す
る

。
 

・
Ｘ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
線

管
装

置
の

管
軸

に
平

行
な

直
線

 

・
Ｙ

軸
：
 

基
準

軸
と

直
行

し
、

Ｘ
軸

と
直

行
す

る
直

線
 

5
(2

) 
胸

部
集

検
用

間
接

撮
影

Ｘ
線

装
置

の
受

像
器

透
過

後
の

剰
余

Ｘ
線

 

剰
余

Ｘ
線

の
線

量
測

定
方

法
 

利
用

線
錐

中
の

蛍
光

板
等

の
受

像
器

を
通

過
し

た
Ｘ

線
線

量
を

、
接

触
可

能
表

面
か

ら
1
0
 
cm

の
と

こ
ろ

で

測
定

す
る

。
 

図
2
2
 

受
像

器
透

過
後

の
剰

余
Ｘ

線
の

線
量

測
定

方
法

（
例
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解  説 

1. 改正の趣旨

「JESRA X-0087 医療用エックス線装置基準の標準試験方法」の JIS T0601-1 シリーズ(IEC60601-1 第三版対応 JIS)との整合化を行う。

2. 改正の経緯

2002 年に制定された本規格は JIS Z4701 の旧体系ＪＩＳを参照していたため、IEC60601-1 第三版対応 JIS との整合化が望まれていた。

3. 審議中問題となった事項

A) 装置基準と第三版対応 JIS との整合

3 項(4)および 4 項(1)の受像面が円形でエックス線照射野が矩形である場合のビーム制限に係る要求事項においては、有効受像面

が欠けることなく、装置基準と第三版対応 JIS Z4751-2-54:2012 の両方の要求を満たすことは不可能である。すなわち、X 線照射野

(四辺)が受像面に外接していれば X 線照射野と有効受像面との重なりは 78.5%となり、JIS 要求である 80%を満足しない。これらを同

時に満足するためには、エックス線照射野を多角形にする必要があり、この場合には装置基準のロ．の要求が適用される。

B) 環境条件

改正以前の試験環境条件では気圧範囲が 700-1,060hPa であったが、最低気圧を標高 2,000 メートル相当である 800hPa(80kPa)に

変更した。第三版対応JIS T0601-1:2014では試験環境条件に対する数値要求の代わりに製造業者が技術解説書にて指定するよう

になっていること（第二版対応までは最低気圧は700hPa と規定されていた）、また、標高2,000メートルを超える環境で使用する装置

には、使用する部品の仕様もそれに対応したものを選定する必要があることから、最低気圧として 80kPa を推奨する試験条件とした。

なお、装置の意図する使用環境に応じて試験環境条件を設定するよう備考欄に記載し、注意喚起を図っている。

また、気圧単位を kPa に変更した(1 kPa = 10 hPa)。

4. 主な改正点

A) 旧規格である JIS Z47 シリーズの記載を最新 JIS T0601 シリーズ/JIS Z4751 シリーズへの変更を行った。

B) 試験環境条件における最低気圧を 700hPa から 80kPa に変更した。

C) 旧規格から新規格への変更作業において、対応する新規格事項が無い場合には、その旨を記載した。

D) 3 項(1)の透視線量測定点は、JIS Z4751-2-54 とは一部齟齬があったため、JIS に合わせた試験方法（測定点）の変更を行った。

E) 装置基準と試験方法との要求が異なる部分には下線を付した。

F) 医用 X 線 CT 装置について、個別規格 JIS Z4751-2-44:2012 の要求を追加した。

5. 原案作成及び審査

A) 原案作成：ＳＣ－２２０２委員会

主査 佐々木 理 （株）島津製作所

高橋 克夫 東芝メディカルシステムズ（株） 

茶畑 圭一 （株）日立メディコ 

大貫 真二郎 (株)日立メディコ 

安部 真治 首都大学東京 

宮崎 茂   小田原循環器病院 

神谷 正己 （一社）日本画像医療システム工業会 

B) 規格審査：企画・審査委員会

委員長 小林 一郎 （株）日立メディコ 

副委員長 藤田 直也 東芝メディカルシステムズ（株） 

内山 進 東芝メディカルシステムズ（株） 

早乙女 滋 富士フイルム（株） 

小柳 祥啓 富士フイルム（株） 

増尾 克裕 （株）島津製作所 

原 裕孝 コニカミノルタ（株） 

事務局 神谷 正己 （一社）日本画像医療システム工業会 
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